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[bookmark: _Toc191975946]Ⅰ　調査の概要
１　調査の目的
　重症心身障がい児者やその介護者の現状を把握するとともに、重症心身障がい児者地域ケアシステムとして重点的な取組みを開始して10年が経過するこの時機において、10年前と比較して重症心身障がい児者の地域生活にどのような変化があったかなどを把握し、これまでの施策の効果検証を行い今後の取組みの検討材料とする。

２　調査対象者
大阪府重度障がい者在宅介護支援給付金の受給者
　※在宅で身体障がい者手当１、２級と療育手帳Ａを併せ持つ重度障がい者（大阪府において定義するところの重症心身障がい児者）を介護する方
　
３　調査方法
　手当の受給者に対して実施する現況調査票に同封する形式により配付

４　回収結果
大阪府重度障がい者在宅介護支援給付金の受給者　1,858/3,209名

５　備考
集計結果は小数第３位を四捨五入しており、合計が100%とならない場合がある。


[bookmark: _Toc191975947]Ⅱ　調査結果
[bookmark: _Toc191975948]ｉ）基本集計
[bookmark: _Toc191975949]１　障がい者のお住まいの市町村
[image: ]児については多い順に大阪市（325人）、堺市（99人）、豊中市（65人）、者については大阪市（176人）、堺市（86人）、吹田市（50人）であり、概ね自治体人口に比した割合となっていた。（人）


[bookmark: _Toc191975950]２　主たる介護者の続柄
[image: ]　主たる介護者は、いずれの年齢区分・群においても「母」が最も多く全体の約８割を占めていた。




[bookmark: _Toc191975951]３　障がい者と主たる介護者以外に同居している人数
　同居家族の数は障がい児者と介護者以外に２人（613世帯）、次いで１人（532世帯）の世帯が多くを占めていた。
[image: ]（人）




[bookmark: _Toc191975952]４　障がい者の年齢区分（令和６年４月１日時点）
者に比して児の人数の方が多くなっている。これは、本給付金は者のみが対象となる特別障がい者手当との併給ができないためと考えられる。
[image: ]（人）

	児
	1,084

	者
	761

	不明
	13

	計
	1,858




[bookmark: _Toc191975953]５　身体障がい者手帳の総合等級
　１級保持者が全体の約３分の２を占めていた。
	等級
	人数
	割合

	１級
	1,279
	68.84%

	２級
	566
	30.46%

	不明
	13
	0.70%

	合計
	1,858
	











[bookmark: _Toc191975954]６　障がい者の状態、特性
（１）運動発達
　医療的ケアが必要な児においては、最も多くを占めるのが寝たきりであった（55.26％）。医療的ケアが必要な者においても、最も多くを占めるのが寝たきりであった（42.35％）。
	　
	寝たきり
	座れる
	歩行障がい
	歩ける
	走れる
	無回答
	計

	児
	医ケア有
	352
	100
	89
	66
	26
	4
	637

	
	医ケア無
	74
	99
	99
	104
	65
	6
	447

	者
	医ケア有
	108
	31
	44
	52
	19
	1
	255

	
	医ケア無
	18
	68
	122
	214
	73
	11
	506

	
	不明
	13

	
	計
	1,858



（２）食事（経管栄養を含む）
　特に低年齢層において介助が必要な児については、医療的ケア有群において約８割（80.53％）が全介助、医療的ケア無群であっても約半数（48.10％）が全介助となっていた。一方、者においては、医療的ケア有群において過半数（57.25％）が全介助を必要としていた。
	　
	全介助
	半介助
	自立
	無回答
	計

	児
	医ケア有
	513
	100
	22
	2
	637

	
	医ケア無
	215
	167
	60
	5
	447

	者
	医ケア有
	146
	54
	51
	4
	255

	
	医ケア無
	77
	214
	201
	14
	506

	
	不明
	13

	
	計
	1,858





（３）排泄（おむつ、浣腸の使用を含む）
　医療的ケア有群の児においては約９割（89.01％）が全介助、医療的ケア無群であっても過半数（65.55％）が全介助であった。者においては、医療的ケア有群においてのみ過半数（61.96％）が全介助であった。
	
	全介助
	半介助
	自立
	無回答
	計

	児
	医ケア有
	567
	50
	12
	8
	637

	
	医ケア無
	293
	116
	31
	7
	447

	者
	医ケア有
	158
	46
	44
	7
	255

	
	医ケア無
	126
	158
	201
	21
	506

	
	不明
	13

	
	計
	1,858



（４）入浴
　医療的ケア有群の児においては約９割（92.15％）、医療的ケア無群の児においては７割超（74.27％）が全介助であった。者においては、医療的ケア有群において過半数（68.63％）が全介助を要していた。
	
	全介助
	半介助
	自立
	無回答
	計

	児
	医ケア有
	587
	46
	3
	1
	637

	
	医ケア無
	332
	95
	18
	2
	447

	者
	医ケア有
	175
	48
	29
	3
	255

	
	医ケア無
	180
	203
	115
	8
	506

	
	不明
	13

	
	計
	1,858





（５）口腔清掃
　医療的ケア有群の児において約９割（90.58％）、医療的ケア無群の児において過半数（76.06％）が全介助を必要としていた。また医療的ケア有群の者においても過半数（65.49％）が全介助であった。
	
	全介助
	半介助
	自立
	無回答
	計

	児
	医ケア有
	577
	51
	8
	1
	637

	
	医ケア無
	340
	88
	16
	3
	447

	者
	医ケア有
	167
	46
	39
	3
	255

	
	医ケア無
	163
	173
	159
	11
	506

	
	不明
	13

	
	計
	1,858



（６）言語理解
　医療的ケアが必要な児においては、最も多くを占めるのが言語理解不可であった（57.14％）。医療的ケアが必要な者においても最も多くを占めるのが言語理解不可であった（40.39％）。
	
	言語理解
不可
	簡単な
言語理解可
	簡単な色・数の理解可
	日常の言語理解可
	無回答
	計

	児
	医ケア有
	364
	178
	31
	57
	7
	637

	
	医ケア無
	151
	173
	32
	88
	3
	447

	者
	医ケア有
	103
	70
	21
	57
	4
	255

	
	医ケア無
	63
	186
	45
	201
	11
	506

	
	不明
	13

	
	計
	1,858





（７）意思表出
　医療的ケア有群の児においては、表情や目の動きからの意思確認が多いものの、者においては言語表出による意思表示が認められる割合が増加している。一方で医療的ケア無群においては、児・者ともに声や身ぶり、サイン等による表出から言語での表出までが可能であるものが過半数を占めていた。
	
	意思表示が
確認できない
	表情、
目の動き
	声や身ぶり、サイン
	言語での表出
	その他
	無回答
	計

	児
	医ケア有
	143
	253
	143
	88
	8
	2
	637

	
	医ケア無
	49
	91
	161
	135
	6
	5
	447

	者
	医ケア有
	56
	66
	38
	81
	8
	6
	255

	
	医ケア無
	40
	29
	113
	271
	20
	33
	506

	
	不明
	13

	
	計
	1,858



（８）その他特性（複数回答可）
　医療的ケア有群においては、児・者ともに特性として最も多くを占めるのは発作であった。また、医療的ケア無群においては、児において医療的ケア有群と比して、異食行動やものを壊す、パニックや不安定な行動等の項目が該当する傾向がみられた。
	　
	発作
	医療的ケア
用品抜去
	異食
行動
	自傷・
他傷
	ものを
壊す
	パニックや
不安定な
行動
	感覚過敏
	該当なし
・無回答
	総数

	児
	医ケア有
	253
	98
	20
	82
	24
	67
	123
	194
	637

	
	医ケア無
	89
	-
	39
	81
	49
	79
	121
	174
	447

	者
	医ケア有
	88
	31
	6
	31
	11
	48
	49
	96
	255

	
	医ケア無
	85
	-
	9
	84
	31
	133
	95
	226
	506





[bookmark: _Toc191975955]７　医療的ケアの内容
　必要な医療的ケアは、「排便管理（浣腸）」485人（54.37％）、「経管栄養（経鼻胃管、胃ろう、経鼻腸管、経胃ろう腸管、腸ろう）」441人（49.44％）、「吸引（鼻腔吸引）」372人（41.70％）、「吸引（口腔吸引）」326人（36.55％）の順で多くなっていた。
	[bookmark: _Hlk191648855]医療的ケアの内容
	人数
	割合

	（１）人工呼吸器
	ほぼ常時使用
	84
	9.42

	
	主に夜間のみ使用
	85
	9.53

	
	体調不良時ときどき使用
	33
	3.70

	（１）排痰補助装置（カフアシスト、コンフォートカフなど）の使用
	84
	9.42

	（２）気管切開の管理
	188
	21.08

	（３）鼻咽頭エアウェイの管理
	12
	1.35

	（４）酸素療法
	226
	25.34

	（５）吸引
	口腔吸引
	326
	36.55

	
	鼻腔吸引
	372
	41.70

	
	気管内吸引
	116
	13.00

	
	気管カニューレ内吸引
	182
	20.40

	（６）ネブライザーの管理
	212
	23.77

	（７）経管栄養
	経鼻胃管、胃ろう、経鼻腸管、
経胃ろう腸管、腸ろう
	441
	49.44

	
	食道ろう
	0
	0.00

	
	持続経管注入ポンプ使用
	30
	3.36

	（８）中心静脈カテーテルの管理
（中心静脈栄養、肺高血圧症治療薬、麻薬など）
	6
	0.67

	（９）自己注射等
	皮下注射
（インスリン、成長ホルモン治療など）
	35
	3.92

	
	持続皮下注射ポンプ使用
	0
	0.00

	
	静脈注射（血友病補充療法など）
	1
	0.11

	（10）血糖測定（持続血糖測定器による血糖測定を含む）
	14
	1.57

	（11）継続的な透析（血液透析、腹膜透析を含む）
	16
	1.79

	（12）導尿
	間欠的導尿
	53
	5.94

	
	持続的導尿（尿道留置カテーテル）
	17
	1.91

	
	尿路ストーマ（膀胱ろう、腎ろう）
	6
	0.67

	（13）排便管理
	消化管ストーマ
	12
	1.35

	
	摘便、洗腸
	83
	9.30

	
	浣腸
	485
	54.37

	医療的ケア有総数
	892
	


[bookmark: _Toc191975956]7-2　医療的ケアの内容　児のみ
　必要な医療的ケアは、「排便管理（浣腸）」375人（58.87％）、「経管栄養（経鼻胃管、胃ろう、経鼻腸管、経胃ろう腸管、腸ろう）」353人（55.42％）、「吸引（鼻腔吸引）」301人（47.25％）、「吸引（口腔吸引）」250人（39.25％）の順で多くなっていた。
	医療的ケアの内容
	人数
	割合

	（１）人工呼吸器
	ほぼ常時使用
	63
	9.90

	
	主に夜間のみ使用
	67
	10.52

	
	体調不良時ときどき使用
	27
	4.24

	（１）排痰補助装置（カフアシスト、コンフォートカフなど）の使用
	65
	10.20

	（２）気管切開の管理
	141
	22.14

	（３）鼻咽頭エアウェイの管理
	7
	1.10

	（４）酸素療法
	177
	27.79

	（５）吸引
	口腔吸引
	250
	39.25

	
	鼻腔吸引
	301
	47.25

	
	気管内吸引
	81
	12.72

	
	気管カニューレ内吸引
	142
	22.29

	（６）ネブライザーの管理
	166
	26.06

	（７）経管栄養
	経鼻胃管、胃ろう、経鼻腸管、
経胃ろう腸管、腸ろう
	353
	55.42

	
	食道ろう
	0
	0.00

	
	持続経管注入ポンプ使用
	24
	3.77

	（８）中心静脈カテーテルの管理
（中心静脈栄養、肺高血圧症治療薬、麻薬など）
	5
	0.78

	（９）自己注射等
	皮下注射
（インスリン、成長ホルモン治療など）
	24
	3.77

	
	持続皮下注射ポンプ使用
	0
	0.00

	
	静脈注射（血友病補充療法など）
	0
	0.00

	（10）血糖測定（持続血糖測定器による血糖測定を含む）
	6
	0.94

	（11）継続的な透析（血液透析、腹膜透析を含む）
	2
	0.31

	（12）導尿
	間欠的導尿
	37
	5.81

	
	持続的導尿（尿道留置カテーテル）
	6
	0.94

	
	尿路ストーマ（膀胱ろう、腎ろう）
	4
	0.63

	（13）排便管理
	消化管ストーマ
	5
	0.78

	
	摘便、洗腸
	51
	8.01

	
	浣腸
	375
	58.87

	医療的ケア有総数
	637
	


[bookmark: _Toc191975957]7-3　医療的ケアの内容　者のみ
　必要な医療的ケアは、「排便管理（浣腸）」110人（43.14％）、「経管栄養（経鼻胃管、胃ろう、経鼻腸管、経胃ろう腸管、腸ろう）」88人（34.51％）、「吸引（口腔吸引）」76人（29.90％）、「吸引（鼻腔吸引）」71人（27.84％）の順で多くなっていた。
	医療的ケアの内容
	人数
	割合

	（１）人工呼吸器
	ほぼ常時使用
	21
	8.24

	
	主に夜間のみ使用
	18
	7.06

	
	体調不良時ときどき使用
	6
	2.35

	（１）排痰補助装置（カフアシスト、コンフォートカフなど）の使用
	19
	7.45

	（２）気管切開の管理
	47
	18.43

	（３）鼻咽頭エアウェイの管理
	5
	1.96

	（４）酸素療法
	49
	19.22

	（５）吸引
	口腔吸引
	76
	29.90

	
	鼻腔吸引
	71
	27.84

	
	気管内吸引
	35
	13.73

	
	気管カニューレ内吸引
	40
	15.69

	（６）ネブライザーの管理
	46
	18.04

	（７）経管栄養
	経鼻胃管、胃ろう、経鼻腸管、
経胃ろう腸管、腸ろう
	88
	34.51

	
	食道ろう
	0
	0.00

	
	持続経管注入ポンプ使用
	6
	2.35

	（８）中心静脈カテーテルの管理
（中心静脈栄養、肺高血圧症治療薬、麻薬など）
	1
	0.39

	（９）自己注射等
	皮下注射
（インスリン、成長ホルモン治療など）
	11
	4.31

	
	持続皮下注射ポンプ使用
	0
	0.00

	
	静脈注射（血友病補充療法など）
	1
	0.39

	（10）血糖測定（持続血糖測定器による血糖測定を含む）
	8
	3.14

	（11）継続的な透析（血液透析、腹膜透析を含む）
	14
	5.49

	（12）導尿
	間欠的導尿
	16
	6.27

	
	持続的導尿（尿道留置カテーテル）
	11
	4.31

	
	尿路ストーマ（膀胱ろう、腎ろう）
	2
	0.78

	（13）排便管理
	消化管ストーマ
	7
	2.75

	
	摘便、洗腸
	32
	12.55

	
	浣腸
	110
	43.14

	医療的ケア有総数
	255
	


[bookmark: _Toc191975958]８　主たる介護者が病気・外出等により医療的ケアを実施できない場合に、代わりに医療的ケアを依頼できる人の有無（医療的ケア有の人のみ）
　児においては約４割（38.62％）、者においては約半数（44.71％）と、いずれの区分においても代替介護者が不在の世帯が多くみられた。
[image: ]





[bookmark: _Toc191975959]９　障がい者が普段の生活で日中過ごしている場所（複数回答可）
児・者ともに医療的ケアの有無別で傾向の違いは見られず、医療的ケア有群においては自宅を除くと児では児童発達支援事業所等（59.34％）、者では生活介護事業所（69.41％）が最も高い割合となっていた。
・児が対象となる場所
	場所
	医療的ケア有
	医療的ケア無

	
	人数
	割合
	人数
	割合

	自宅
	509
	79.91
	299
	66.89

	児童発達支援事業所等
	378
	59.34
	271
	60.63

	保育所・認定こども園
	31
	4.87
	25
	5.59

	幼稚園
	6
	0.94
	4
	0.89

	小学校・義務教育学校（前期課程）
	113
	17.74
	66
	14.77

	中学校・義務教育学校（後期課程）
	24
	3.77
	21
	4.70

	高等学校
	9
	1.41
	17
	3.80

	支援学校
	326
	51.18
	252
	56.38

	地域活動支援センター
	1
	0.16
	4
	0.89

	日中一時支援事業所
	24
	3.77
	18
	4.03

	その他
	66
	10.36
	40
	8.95



・者が対象となる場所
	場所
	医療的ケア有
	医療的ケア無

	
	人数
	割合
	人数
	割合

	自宅
	194
	76.08
	323
	63.83

	高等学校
	0
	0.00
	1
	0.20

	支援学校
	1
	0.39
	2
	0.40

	生活介護事業所
	177
	69.41
	242
	47.83

	就労の場
	27
	10.59
	110
	21.74

	地域活動支援センター
	6
	2.35
	18
	3.56

	日中一時支援事業所
	17
	6.67
	69
	13.64

	その他
	17
	6.67
	37
	7.31





[bookmark: _Toc191975960]10　介護等の状況について
（１）　介護は無理なくできているか
　児・者いずれにおいても医療的ケア有無別で傾向の違いは見られず、児の医療的ケア有群においては６割強（62.64％）が、者の医療的ケア有群においては６割弱（58.82％）が「できている」との回答であった。
[image: ]

（２）　家事・用事は無理なくできているか
　児・者いずれにおいても、医療的ケア有群において「できていない時がある」「できていない」と回答した割合が約６割と高くなっていた（児63.42％、者60.79％）。
[image: ]

（３）　介護者は休息ができているか
　児・者いずれにおいても、医療的ケア有群において「できていない時がある」「できていない」と回答した割合が約７割を占めていた（児72.53％、者66.27％）。
[image: ]

（４）　障がい者が日中過ごす場所は望む形になっているか
　児・者いずれにおいても医療的ケア有無別で傾向の違いは見られず、医療的ケア有群において「なっている」と回答した割合はいずれも５割強となっていた（児55.57％、者52.16％）。
[image: ]

（５）　移動等に援助を受けることができているか
　児・者いずれにおいても医療的ケア有無別で傾向の違いは見られず、医療的ケア有群において「できていない時がある」「できていない」と回答した割合は約６割であった（児62.80％、者56.47％）。
[image: ]

（６）　就労を希望しているができていない方はいるか
　児・者いずれにおいても医療的ケア有無別で傾向の違いは見られず、医療的ケア有群において「全員できている」と回答した割合は５割弱であった（児45.21％、者46.27％）。
[image: ]


（７）　悩みや不安を相談できる相手はいるか
　児・者いずれにおいても医療的ケアの有無による違いは見られず、児においては８割弱（有群77.86％、無群78.08％）が、者においては６割強（有群67.84％、無群64.43％）が「いる」と回答した。
[image: ]

（８）　支援等の情報を必要な時に取得できているか
　児・者いずれにおいても医療的ケアの有無による違いは見られず、「できている」と「できていない時がある」「できていない」が約半数ずつであった。
[image: ]

（９）　家族以外に個性・特性を理解してくれる人はいるか
　児・者いずれにおいても医療的ケアの有無による違いは見られず、児においては約８割（有群82.42％、無群83.89％）が、者においては約７割（有群70.20％、無群69.37％）が「いる」との回答であった。
[image: ]
（10）　介護ができなくなった時、支えてくれる人はいるか
　児・者いずれにおいても医療的ケアの有無による違いは見られず、「いる」と回答した割合はいずれの群においても３割強であった。
[image: ]

（11）　緊急時対応についてわからないことはあるか
　児・者いずれにおいても医療的ケアの有無による違いは見られず、いずれの群においても「ある」「少しある」と回答した割合は概ね８割となっていた。
[image: ]

（12）　相談支援を利用しているか
　児については、医療的ケアの有無による違いは見られず、いずれも７割強が「利用している」と回答した（有群77.12％、無群70.11％）。者については、医療的ケア有群において８割弱（78.53％）が「利用している」と回答しており、医療的ケア無群（62.42％）と比較して多くなっていた。
[image: ]
[bookmark: _Toc191975961]11　障がい者が利用中のサービス
児者ともに利用可能なサービスにおいては、医療的ケア有の割合が高いのは訪問診療（91.53％）、訪問看護（87.36％）、短期入所（医療）（86.26％）となっていた。児のみのサービスでは児童発達支援（訪問）、者のみのサービスでは生活介護が最も高い割合であった。
	　
	利用中
	利用中　うち医ケア有
	医ケア有割合

	居宅介護
	416
	270
	64.90

	重度訪問介護
	74
	59
	79.73

	同行援護
	65
	26
	40.00

	行動援護
	39
	13
	33.33

	重度障害者等包括支援
	20
	15
	75.00

	短期入所（福祉）
	334
	156
	46.71

	短期入所（医療）
	211
	182
	86.26

	生活介護※１
	366
	167
	45.63

	自立訓練（機能）
	108
	65
	60.19

	自立訓練（生活）
	43
	22
	51.16

	就労移行支援※１
	10
	2
	20.00

	就労継続支援A型※１
	15
	3
	20.00

	就労継続支援B型※１
	126
	23
	18.25

	就労定着支援※１
	5
	1
	20.00

	児童発達支援※２
	198
	126
	63.64

	児童発達支援（医療）※２
	114
	82
	71.93

	放課後等デイサービス※２
	798
	457
	57.27

	児童発達支援（訪問）※２
	12
	10
	83.33

	保育所等訪問支援※２
	118
	69
	58.47

	日中一時支援
	157
	65
	41.40

	移動支援
	388
	179
	46.13

	訪問入浴
	194
	136
	70.10

	訪問看護
	459
	401
	87.36

	訪問診療
	236
	216
	91.53

	訪問リハビリ
	606
	436
	71.95


※１　者のみ
※２　児童福祉法に基づくサービス


[bookmark: _Toc191975962]11-2　サービスの利用を希望しているにもかかわらず利用できなかった理由
利用できなかったサービスで最も多かったのは短期入所（福祉）で、その理由としては定員超過（64人）、身近にない（26人）、医療的ケアを理由に断られた（26人）の順に多くなっていた。次いで短期入所（医療）の回答率が高く、定員超過（40人）、身近にない（21人）という理由が多かった。移動支援についても件数が多く理由では定員超過が最も多かった。
	　
	医ケアを
理由に
断られた
	医ケア対応
人員が確保
できない
	定員
超過
	身近に
ない
	費用が
高い
	情報が
ない
	その他

	居宅介護
	3
	8
	5
	7
	1
	8
	14

	重度訪問介護
	5
	5
	3
	4
	3
	7
	4

	同行援護
	3
	6
	6
	4
	2
	9
	6

	行動援護
	1
	2
	4
	3
	1
	10
	2

	重度障害者等包括支援
	0
	0
	2
	0
	2
	8
	1

	短期入所
（福祉）
	26
	22
	64
	26
	3
	17
	42

	短期入所
（医療）
	13
	11
	40
	21
	4
	14
	37

	生活介護※１
	2
	3
	7
	3
	1
	3
	7

	自立訓練
（機能）
	0
	2
	3
	4
	0
	6
	1

	自立訓練
（生活）
	0
	1
	3
	2
	0
	6
	1

	就労移行支援
※１
	2
	1
	1
	0
	0
	4
	0

	就労継続支援
A型※１
	2
	1
	1
	1
	0
	3
	1

	就労継続支援
B型※１
	2
	1
	1
	0
	0
	3
	2

	就労定着支援
※１
	0
	0
	1
	0
	0
	4
	0

	児童発達支援
※２
	4
	2
	3
	4
	1
	4
	4

	児童発達支援
（医療）※２
	2
	1
	2
	1
	0
	3
	0

	放課後等デイ
サービス※２
	9
	6
	31
	3
	4
	5
	15

	児童発達支援
（訪問）※２
	0
	0
	2
	0
	0
	6
	0

	保育所等訪問支援※２
	1
	0
	3
	2
	0
	7
	5

	日中一時支援
	5
	4
	16
	19
	3
	14
	20

	移動支援
	6
	18
	29
	13
	10
	20
	46

	訪問入浴
	1
	1
	9
	6
	2
	15
	13

	訪問看護
	3
	4
	7
	2
	2
	7
	5

	訪問診療
	0
	0
	3
	2
	1
	10
	2

	訪問リハビリ
	2
	4
	16
	8
	1
	17
	8


※１　者のみ
※２　児童福祉法に基づくサービス


[bookmark: _Toc191975963]12　利用できなかった園や学校（児のみ）
　保育所・認定こども園154人（13.30％）、特別支援学校71人（7.43％）、小学校66人（6.90％）の順で割合が高くなっていた。
	園・学校
	人数
	割合
	対象者
	集計対象

	保育所
認定こども園
	154
	13.30
	1,158
	0～18歳

	幼稚園
	50
	4.46
	1,120
	3～18歳

	小学校
義務教育前期課程
	66
	6.90
	956
	6～18歳

	中学校
義務教育後期課程
	12
	2.34
	513
	12～18歳

	高等学校
	7
	2.28
	307
	15～18歳

	特別支援学校
	71
	7.43
	956
	6～18歳





[bookmark: _Toc191975964]12-2　利用できなかった理由
医療的ケアがある、医療的ケアに対応可能な人員の不在、医療的ケア対応が不十分といった医療的ケアに関することを理由とする割合が高く、いずれの施設においても同様の傾向であった。
	
	医ケアがある
	医ケア対応の人員不在
	定員
超過
	医ケア対応不十分
	身近に
ない
	同伴通園・通学
	その他

	保育所
認定こども園
	56
	57
	13
	17
	3
	20
	50

	幼稚園
	10
	21
	0
	4
	0
	10
	14

	小学校
義務教育前期課程
	11
	8
	0
	9
	2
	11
	25

	中学校
義務教育後期課程
	0
	0
	0
	2
	0
	1
	2

	高等学校
	0
	2
	0
	1
	0
	0
	6

	特別支援学校
	3
	3
	1
	4
	1
	3
	16
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[bookmark: _Toc191975965]13　今後充実を希望するサービスや支援策（複数回答可）
[image: ]　全ての群において「短期入所事業所」のニーズが最も高く、次いで「入所施設」となっていた。短期入所、入所施設を除き児の医療的ケア有群においては、「生活介護・日中一時支援事業所」（38.62％）、医療的ケアに対応可能な「通所事業所」（35.03％）の順でニーズが高くなっていた。者の医療的ケア有群においては、「グループホーム」（40.38％）、次いで「生活介護・日中一時支援事業所」（37.18％）のニーズが高くなっていた。




[bookmark: _Toc191975966]13-2　最も充実を望む内容
 いずれの圏域においても、医療的ケア有群では短期入所が最も回答割合が多く、次いで施設となっていた。
[image: ]


[bookmark: _Toc191975967]14　医療型短期入所の利用希望日数と実利用日数（希望日数≧１日の者について集計）
　児・者ともに希望利用日数を満たすほどの実利用はなく、いずれも実利用日数は希望利用日数の約半分ほどにとどまっていた。


	　
	希望利用日数
平均
	実利用日数
平均
	設問有効
回答者数
	全回答者数
	（参考）R5重心数

	児・
医ケア有
	8.99
	4.70
	134
	1,084
	1,949

	者・
医ケア有
	8.34
	3.62
	58
	761
	6,532





[bookmark: _Toc191975968]ii）歩ける医療的ケア児者分析
　令和６年度における調査の「問６（１）運動発達」の項目において「歩ける」「走れる」と回答した人を「歩ける」、「寝たきり」「座れる」「歩行障がい」と回答した人を「歩けない」と区分し、歩ける医療的ケア児者の特徴や現状について分析を行った。

[bookmark: _Toc191975969]歩ける医療的ケア児者について
　児については、医療的ケア有と回答した人のうち約14％が、者については約28％が歩ける医療的ケア児者であった。
[image: ]




[bookmark: _Toc191975970]1-1　今後充実を希望するサービスや支援策（複数回答可）　医療的ケア有群のみ
歩ける医療的ケア児については、短期入所事業所（55.43％）のニーズが最も高く、次いで入所施設（47.83％）、グループホーム（25.00％）、通所事業所（25.00％）のニーズが高くなっていた。歩ける医療的ケア者については、入所施設（54.93％）のニーズが最も高く、次いで短期入所事業所（46.48％）、グループホーム（29.58％）のニーズが高くなっていた。多くのサービスにおいて、歩ける群と比較して歩けない群の方がより高い割合を示していた。
[image: ]

[bookmark: _Toc191975971]1-2　今後充実を希望するサービスや支援策（複数回答可）　※単位は全て％
（１）必要な時に利用できる短期入所事業所の充実
児・者いずれにおいても、医療的ケアのある歩けない群が最も高い割合であった。
[image: ]

（２）早朝、夜間も利用できる訪問看護事業所の充実
児・者いずれにおいても、医療的ケアのある歩けない群が最も高い割合であった。
[image: ]

（３）日中の生活支援となる生活介護事業所や日中一時支援事業所の充実
児・者いずれにおいても、医療的ケアのある歩けない群は約３割が本項目を選択していた。
[image: ]


（４）風邪など日常的な疾病に対応してもらえる地域の医療機関の充実
児・者いずれにおいても、医療的ケアのある歩けない群は２割強が本項目を選択していた。
[image: ]

（５）医療的ケアが必要であっても通うことができる通所事業所の充実
児・者いずれにおいても、医療的ケアのある歩けない群は約３割が本項目を選択していた。特に者については、医療的ケアのある歩ける群と比較して、歩けない群において高い割合を示していた。
[image: ]

（６）福祉サービスや訪問看護の利用調整をしてくれる相談支援事業所の充実
児・者いずれにおいても、医療的ケアのある歩けない群は１割強が本項目を選択していた。
[image: ]








（７）医療的ケアが必要であっても入居することが可能なグループホームの充実
児については、医療的ケアのある歩けない群の約３割が本項目を選択していた。者については、医療的ケアのある歩けない群が４割強と顕著に高い割合を示していた。
[image: ]






（８）身近な地域で入所できる施設の新設
児については、動作区分にかかわらず医療的ケアのある人の約半数が本項目を選択していた。者については、医療的ケアのある歩けない群が６割強と最も高い割合であった。
[image: ]






（９）訪問系サービスや通所事業所の職員・スタッフの知識や技術の向上
児・者いずれにおいても、医療的ケアのある歩けない群において約３割が本項目を選択していた。
[image: ]








（10）その他
児・者いずれについても、医療的ケアのある人の約１割が本項目を選択していた。
[image: ]








[bookmark: _Toc191975972]2-1　介護等の状況について　医療的ケア有群のみ
（１）家庭内での介護（食事・排せつ・入浴・医療的ケア等）は無理なくできているか（必要な時に支援を受けられるか）
[image: ]児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、いずれも約６割が「できている」との回答であった。

（２）家庭内での家事や用事は無理なくできているか（必要な時に支援を受けられるか）
児は、「できている」について歩ける群の割合が高く（47.83％）、者は、動作群別で傾向の違いは見られなかった。
[image: ]


（３）介護している方は定期的な休息や自分の時間の確保ができているか
　児の歩ける群では「できていない時がある」「できていない」の割合は約７割（67.39％）、者の歩ける群では約５割（50.70％）であり、いずれにおいても歩ける群において低い割合であった。
[image: ]
（４）障がい児（者）が日中過ごす場所や過ごし方は、ご本人やご家族が望む形・内容となっているか
児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、いずれも約５割が「なっている」との回答であった。
[image: ]



（５）移動や外出、通学の際、必要があれば誰かの援助（支援）を受けることができるか
児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、いずれも約６割が「できていない時がある」「できていない」との回答であった。
[image: ]

（６）介護している方・障がい者ご本人・ご家族の中で、就労を希望しているができていない方はいるか
児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、いずれも約５割が「全員できている」との回答であった。
[image: ]



（７）介護している方は悩みや不安を気軽に相談できる相手や、情報交換できる相手はいるか
児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、児においては約８割が、者においては約７割が「いる」との回答であった。
[image: ]









（８）支援や手続きなどの情報を必要な時に取得できているか
児は動作群別で傾向の違いは見られず、「できている」が約４割となっていた。者においては「できている」と回答した割合が、歩ける群では約４割（36.62％）、歩けない群では約６割（56.83％）と歩けない群において高くなっていた。
[image: ]


（９）ご家族以外に障がい児（者）ご本人の個性や特性を理解してくれている人は身近にいるか
児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、児においては約８割が、者においては約７割が「いる」との回答であった。
[image: ]








（10）介護している方やご家族が障がい児（者）ご本人を介護できなくなったとき、障がい児（者）ご本人を支えてくれる人（施設等を含む）はいるか
児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、いずれにおいても６割以上が「いない」との回答であった。
[image: ]










（11）災害を含む緊急時の対応について、わからないことや不安なことはあるか
児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、いずれにおいても８割強が「ある」「少しある」と回答した。
[image: ]

（12）相談支援専門員とサービス等利用計画を作成しているか
児・者いずれにおいても動作群別で傾向の違いは見られず、いずれにおいても約７割が「している」と回答した。
[image: ]








[bookmark: _Toc191975973]2-2　介護等の状況について　※単位は％
（１）家庭内での介護（食事・排せつ・入浴・医療的ケア等）は無理なくできているか（必要な時に支援を受けられるか）
　「できていない時がある」「できていない」と回答した人の割合
児においては、歩ける群において医療的ケアがある場合の「できていない時がある」「できていない」と回答した割合が高くなっていた（32.61％）。また医療的ケアがある人のなかでの動作群別の違いは見られず、いずれも３割強となっていた。者においては、同じ動作群のなかでの医療的ケアの有無による違いや医療的ケアがある場合の動作群による違いは見られず、医療的ケアがある人においては約４割が「できていない時がある」「できていない」と回答した。
[image: ]







（２）家庭内での家事や用事は無理なくできているか（必要な時に支援を受けられるか）
　「できていない時がある」「できていない」と回答した人の割合
児においては、医療的ケアがある歩ける群（51.09％）と比較して、歩けない群（65.62％）において回答した人の割合が高くなっていた。者においては、動作群別の違いは見られず、医療的ケアがある人は約６割、医療的ケアがない人は４割強の回答率となっていた。
[image: ]









（３）介護している方は定期的な休息や自分の時間の確保ができているか
「できていない時がある」「できていない」と回答した人の割合
児については、医療的ケアがある場合には動作レベルによらず約７割が「できていない時がある」「できていない」と回答した。また歩ける群においては、医療的ケアがない場合（49.70％）と比較して回答率が高くなっていた。者については、医療的ケアがある場合には歩ける群で約５割（50.70％）、歩けない群で約７割（72.13％）と歩けない群での回答率が高くなっていた。
[image: ]







（４）障がい児（者）が日中過ごす場所や過ごし方は、ご本人やご家族が望む形・内容となっているか
　「なっていない時がある」「なっていない」と回答した人の割合
児については、医療的ケアがある人のなかでの動作群間に違いは見られず、いずれも約４割の回答率となっていた。者については、医療的ケアがある人のなかでの動作群間に違いは見られず、いずれも約５割の回答率であったが、歩ける群においては、医療的ケアがある人の回答率が５割強（50.70％）、医療的ケアのない人の回答率が４割弱（36.93％）と医療的ケアのある場合の回答率が高くなっていた。
[image: ]









（５）移動や外出、通学の際、必要があれば誰かの援助（支援）を受けることができるか
　「できていない時がある」「できていない」と回答した人の割合
児・者いずれにおいても医療的ケア有無別及び動作群間で違いは見られず、いずれも約５割から６割の回答率となっていた。
[image: ]







（６）介護している方・障がい者ご本人・ご家族の中で、就労を希望しているができていない方はいるか
　「できていない者がいる」「全員できていない」と回答した人の割合
児については、医療的ケアがある人では歩ける群・歩けない群ともに約５割の回答率となっていた。者については、医療的ケアのある場合、歩ける群が３割強（33.80％）、歩けない群が５割弱（47.54％）と歩けない群において回答率が高くなっていた。
[image: ]








（７）介護している方は悩みや不安を気軽に相談できる相手や、情報交換できる相手はいる
　　か
　「いない」と回答した人の割合
児・者いずれにおいても、医療的ケア有無別及び動作群別で違いは見られず、医療的ケアのある児においては歩ける群・歩けない群ともに約２割が、者においては歩ける群・歩けない群ともに約３割が回答していた。
[image: ]







（８）支援や手続きなどの情報を必要な時に取得できているか
　「できていない時がある」「できていない」と回答した人の割合
児については、医療的ケア有無別及び動作群別で違いは見られず、医療的ケアのある歩ける群・歩けない群ともに約６割が「できていない時がある」「できていない」と回答した。者については、医療的ケアのある歩ける群において６割弱（59.15％）、歩けない群において４割強（42.62％）と、歩ける群において回答率が高くなっていた。
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（９）ご家族以外に障がい児（者）ご本人の個性や特性を理解してくれている人は身近にいるか
　「いない」と回答した人の割合
児については、歩ける群において医療的ケアがある人が約２割（22.83％）、医療的ケアがない人が約１割（12.43％）の回答率となっており、医療的ケアがある場合に回答率が高くなっている。者については、医療的ケア有無別及び動作群間で違いは見られず、医療的ケアがある人において、約３割の回答率となっていた。
[image: ]







（10）介護している方やご家族が障がい児（者）ご本人を介護できなくなったとき、障がい児（者）ご本人を支えてくれる人（施設等を含む）はいるか
　「いない」と回答した人の割合
児・者いずれにおいても医療的ケア有無別及び動作群間で違いは見られず、医療的ケアのある児においては約７割、者においては約６割の回答率であった。
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（11）災害を含む緊急時の対応について、わからないことや不安なことはあるか
　「ある」「少しある」と回答した人の割合
児については、医療的ケアの有無及び動作群間に違いは見られず、医療的ケアがある人の回答率は約８割となっていた。者については、歩ける群において、医療的ケアがある場合は９割弱（87.32％）、医療的ケアがない場合は７割強（73.52％）と医療的ケアがある人の回答率が高くなっていた。
[image: ]







（12）相談支援専門員とサービス等利用計画を作成しているか
　「していない」と回答した人の割合
児・者いずれにおいても、医療的ケア有無別及び動作群間で違いは見られず、歩ける群の回答率が約３割、歩けない群の回答率が約２割であった。
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[bookmark: _Toc191975974]３　障がい者の状態、特性　医療的ケア有群のみ
（１）食事（経管栄養を含む）
　児については、歩ける群は「一部介助」が約５割（53.26％）と最も多く、歩けない群は約９割（89.28％）が「全介助」となっていた。者については、歩けない群は約８割（77.60％）が「全介助」となっていたが、歩ける群においては「自立」が最も多く約５割（52.11％）となっていた。
[image: ]
（２）排泄（おむつ、浣腸の使用を含む）
　児については、いずれの動作群においても「全介助」が最も多くなっていた（歩ける群48.91％、歩けない群95.75％）。者については、歩けない群は約８割（83.06％）が「全介助」となっていたが、歩ける群においては「自立」が最も多く約５割（54.93％）となっていた。
[image: ]


（３）入浴
[image: ]児については、いずれの動作群においても「全介助」が最も多くなっていた（歩ける群54.35％、歩けない群98.52％）。者については、歩けない群は約９割（89.07％）が「全介助」となっていたが、歩ける群においては「一部介助」が最も多く約４割（43.66％）となっていた。


（４）口腔清掃
児については、いずれの動作群においても「全介助」が最も多くなっていた（歩ける群55.43％、歩けない群96.49％）。者については、歩けない群は約８割（84.15％）が「全介助」となっていたが、歩ける群においては「自立」が最も多く約４割（45.07％）となっていた。
[image: ]


（５）言語理解
児については、歩ける群においては「簡単な言語理解可」が最も多く（44.57％）、歩けない群においては「言語理解不可」が最も多くなっていた（63.59％）。者については、歩ける群においては「日常の言語理解可」が最も多く（46.48％）、歩けない群においては「言語理解不可」が最も多くなっていた（53.01％）。
[image: ]
（６）意思表出
児については、歩ける群においては「声や身ぶり、サインで表現」が最も多く（40.22％）、歩けない群においては「表情、目の動き」が最も多くなっていた（44.18％）。者については、歩ける群においては「言語での表出」が最も多く（66.20％）、歩けない群においては「表情、目の動き」が最も多くなっていた（34.97％）。
[image: ]


（７）その他
児・者いずれにおいても、歩ける群においては「パニック・不安定な行動」が最も多くなっており（児28.26％、者32.39％）、歩けない群においては「突発的な発作」が最も多くなっている（児44.36％、者39.89％）。
[image: ]次いで多い特性について、児の歩ける群においては「感覚過敏」（22.83％）、「自傷・他傷」（21.74％）となっており、歩けない群においては「感覚過敏」（18.85％）、「医療的ケア用品の自己・事故抜去」（16.45％）となっている。者については、歩ける群においては「突発的な発作」（21.13％）、「感覚過敏」（18.31％）となっており、歩けない群においては「感覚過敏」（19.67％）、「医療的ケア用品の自己・事故抜去」（15.30％）となっている。

（８）（１）から（７）について、全て最重度程度該当の人数
　児・者いずれにおいても、医療的ケアがある人のうち歩ける群の１割未満（児4.35％、者2.82％）、歩けない群の２割強（児23.29％、者25.68％）が最重度程度の特性をもっており、歩けない群において多くなっている。
[image: ]







[bookmark: _Toc191975975]iii）過去実施調査との比較
[bookmark: _Toc191975976]①令和３年度実施調査との比較
介護等の状況に係る各項目について、令和３年度実施の同調査との比較を行った。なお、令和６年度調査における問17（12）「相談支援専門員とサービス等利用計画を作成しているか」については、令和３年度調査において同等項目がないため、後述する平成25年度実施調査との比較を行う。また、比較単位はすべて％（パーセント）表記となる。

（１）介護は無理なくできているか
[image: ]児・者いずれにおいても医療的ケア有無によらず同様の傾向であり、いずれも「できている」の割合が約５割から６割であったのが約６割から７割となり、やや増加傾向にあった。

（２）家事・用事は無理なくできているか
児・者いずれにおいても医療的ケア有無にかかわらず経年変化は見られず、「できている」の割合は医療的ケア有群では３割強、医療的ケア無群では４割強での横ばいであった。
[image: ]


（３）介護者は休息ができているか
[image: ]児・者いずれにおいても医療的ケア有無にかかわらず経年変化は見られず、「できている」の割合は医療的ケア有群では３割前後、医療的ケア無群では４割前後とは概ね横ばいであった。

（４）障がい者が日中過ごす場所は望む形になっているか
[image: ]「なっている」の回答率は、今回の調査ではいずれの群においても６割前後、令和３年度調査では８割前後となっている。なお、今回の調査においては選択肢が１項目増えているため、経年比較は行わない。



（５）移動等に援助を受けることができているか
[image: ]児・者いずれにおいても医療的ケア有無にかかわらず経年変化は見られず、いずれの群においても、「できている」の割合は概ね４割前後での横ばいであった。

（６）就労を希望しているができていない方はいるか
[image: ]「全員できている」の回答率は、今回の調査ではいずれの群においても５割前後、令和３年度調査では医療的ケアのある児において約５割、それ以外の群においては６から７割となっている。なお、今回の調査においては選択肢が異なるため、経年比較は行わない。



（７）悩みや不安を相談できる相手はいるか
児・者いずれにおいても医療的ケア有無にかかわらず、「いる」と回答した割合は概ね７割前後で推移しており、横ばいであった。
[image: ]










（８）支援等の情報を必要な時に取得できているか
[image: ]「できている」の回答率は、今回の調査ではいずれの群においても５割前後、令和３年度調査では６割強となっている。なお、今回の調査においては選択肢が１項目増えているため、経年比較は行わない。



（９）家族以外に個性・特性を理解してくれる人はいるか
児・者いずれにおいても、医療的ケア有無にかかわらず経年変化は見られず、「いる」「いない」の割合は概ね横ばいであった。
[image: ]










（10）介護ができなくなった時、支えてくれる人はいるか
児・者いずれにおいても、医療的ケアの有無にかかわらず経年変化は見られず、「いる」の割合は概ね横ばいであった。
[image: ]












（11）緊急時対応についてわからないことはあるか
[image: ]「ない」の回答率は、今回の調査ではいずれの群においても約１から２割、令和３年度調査では約２割となっている。なお、今回の調査においては選択肢が１項目増えているため、経年比較は行わない。



[bookmark: _Toc191975977]②平成25年度実施調査との比較
必要なサービス等の複数項目について、平成25年度実施の同調査との比較を行った。なお平成25年度調査については、大阪府重度障がい者在宅介護支援給付金と同じ条件を満たす重症心身障がい児者の介護者を対象とした大阪府重度障害者介護手当の受給者のデータであるが、本手当は政令２市は対象外となっている。このため、両調査において政令市在住者を除外したデータをもとに比較を行う。また本比較においても、単位はすべて％（パーセント）表記となる。

[bookmark: _Toc191975978]１　主たる介護者の続柄
[image: ]医療的ケアの有無及び年齢区分による違いは認められなかった。平成25年度調査時より、依然として大多数の世帯において母が主となり介護を担っている。

[bookmark: _Toc191975979]２　主たる介護者が病気・外出等により医療的ケアを実施できない場合に、代わりに医療的ケアを依頼できる人の有無
平成25年調査と比較して、児・者いずれにおいても代わりに医療的ケアを実施できる人がいないと回答した割合が増加した。
[image: ]



[bookmark: _Toc191975980]３　介護等の状況について
　令和６年度調査における本項目のうち、平成25年度調査において該当項目のあるサービス等利用計画の作成状況のみについて比較を行った。
　児については、医療的ケア有無にかかわらず平成25年度に「している」と回答した割合は約１割、令和６年度は約７割となり、増加が認められた。者についても、医療的ケア有群において「している」と回答した割合は、平成25年度は約２割（20.27％）、令和６年度は約８割（78.53％）と増加が認められた。
[image: ]











[bookmark: _Toc191975981]４　今後充実を希望するサービスや支援策
　短期入所及び入所施設については、依然としてニーズが高い水準にある。また児及び者の医療的ケア無群における日中活動の場は一定の充足が認められるものの、者の医療的ケア有群においては変化が見られない。
[image: ]医療的ケア有群の特徴としては、グループホームのニーズが大きく増加していること、医療的ケア無群において充足が見られる通所事業所のニーズが変わらず推移していることが挙げられる。


医療型短期入所利用実態（年齢別・医ケア有）

希望利用日数平均	児・医ケア有	者・医ケア有	8.99	8.34	実利用日数平均	児・医ケア有	者・医ケア有	4.7	3.62	
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医ケア無54.7436.762.965.53

児

者


image10.emf
（％）

できている

できていない時が

ある

できていない無回答

医ケア有36.1134.5428.261.10

医ケア無36.2432.6629.311.79

医ケア有41.5734.1222.351.96

医ケア無46.4427.0820.555.93

児

者


image11.emf
（％）

全員できている

できていない者が

いる

全員できていない無回答

医ケア有45.2148.042.983.77

医ケア無54.3638.482.244.92

医ケア有46.2739.224.719.80

医ケア無52.9627.274.7415.02

児

者


image12.emf
（％）

いるいない無回答

医ケア有77.8620.881.26

医ケア無78.0819.912.01

医ケア有67.8428.633.53

医ケア無64.4329.645.93

者

児


image13.emf
（％）

できている

できていない時が

ある

できていない無回答

医ケア有42.5451.185.810.47

医ケア無45.4148.104.921.57

医ケア有51.3741.965.101.57

医ケア無43.4842.298.505.73

者

児


image14.emf
（％）

いるいない無回答

医ケア有82.4216.481.10

医ケア無83.8914.541.57

医ケア有70.2026.273.53

医ケア無69.3724.905.73

者

児


image15.emf
（％）

いるいない無回答

医ケア有32.3465.152.51

医ケア無30.2067.112.68

医ケア有31.3763.145.49

医ケア無38.7454.157.11

児

者


image16.emf
（％）

ある少しあるない無回答

医ケア有42.7038.9316.172.20

医ケア無35.3546.0915.213.36

医ケア有49.8036.868.634.71

医ケア無36.9639.1317.396.52

児

者


image17.emf
（％）

しているしていない無回答

医ケア有77.1221.341.54

医ケア無70.1125.094.80

医ケア有78.5319.212.26

医ケア無62.4228.888.70

児

者


image18.emf
（％）

短期入所訪看

生活介護・

日中一時

地域の

医療機関

通所事業所

相談支援

事業所

グループ

ホーム

入所施設

職員・スタッフ

の知識や技術

の向上

その他

医ケア有75.4520.6638.6229.6435.0313.7732.3455.9929.3414.97

医ケア無69.3011.6340.9327.446.9814.4211.1653.4923.2613.49

医ケア有75.0017.3137.1824.3626.9212.8240.3868.5930.1310.26

医ケア無68.949.3630.2124.269.3610.6418.7265.5316.1710.21

児

者


image19.emf
計

医療的ケア

人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合

無6925.1810.36165.84155.4700.0010.3600.006021.9051.82134.749434.31274

有6226.6183.43156.44146.0183.4331.29104.293816.31104.29187.734720.17233

無1617.3933.2666.5222.1711.0933.2655.431718.4822.1744.353335.8792

有2324.7300.0099.6833.2366.4511.0899.681617.2055.3855.381617.2093

無3423.6110.69139.0374.8600.0021.3942.783625.0042.7864.173725.69144

有3424.8242.9285.8432.1975.1121.46118.032719.7153.65107.302618.98137

無2627.0811.0499.3822.0811.0411.0422.082425.0000.0088.332222.9296

有2624.5343.7787.5500.0076.6010.9465.662321.7043.7776.602018.87106

無2821.2110.7686.0643.0300.0021.5275.302418.1886.0632.274735.61132

有3932.7732.52108.4010.8454.2010.8486.722218.4932.5243.362319.33119

無1215.5811.3045.1945.1900.0000.0033.901722.0811.3022.603342.8677

有2234.9211.5911.5946.3500.0011.5911.591219.0523.1734.761625.4063

無714.5800.00612.5012.0800.0000.0012.081020.8312.08510.421735.4248

有1323.2111.79610.7123.5723.5723.5747.141119.6423.5735.361017.8656

無2625.2421.94109.7132.9100.0000.0000.001615.5321.9465.833836.89103

有2225.8822.3522.3555.8844.7100.0033.532023.5355.8878.241517.6585

計1,858

短期入所訪看

生活介護・

日中一時

中河内

南河内

泉州

無回答

大阪市

堺市

豊能

三島

北河内

通所事業所

相談支援

事業所

グループホーム入所施設

職員・スタッフの

知識や技術の

向上

その他

地域の

医療機関


image20.emf
人数割合医療的ケア有全数

児9214.44637

者7127.84255


image21.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける5155.431314.132122.832021.742325.0099.782325.004447.831213.041010.87

歩けない35665.8010319.0416330.1314025.8816129.766912.7515428.4725747.5014326.436512.01

歩ける3346.4879.861622.541216.9068.45912.682129.583954.93912.68912.68

歩けない14177.053217.496334.433820.775328.961910.388144.2612065.575932.24189.84

その他

児

者

短期入所訪看

生活介護・

日中一時

地域の

医療機関

通所事業所

相談支援

事業所

グループホーム入所施設

職員・スタッフの

知識や技術の

向上


image22.emf
歩ける歩けない

医ケア有55.4365.80

医ケア無47.9355.88

医ケア有46.4877.05

医ケア無46.6956.73

児

者


image23.emf
歩ける歩けない

医ケア有14.1319.04

医ケア無4.7311.40

医ケア有9.8617.49

医ケア無6.979.13

者



児


image24.emf
歩ける歩けない

医ケア有22.8330.13

医ケア無32.5427.21

医ケア有22.5434.43

医ケア無19.1624.04

者



児


image25.emf
歩ける歩けない

医ケア有21.7425.88

医ケア無15.9826.10

医ケア有16.9020.77

医ケア無12.8920.19



児

者


image26.emf
歩ける歩けない

医ケア有25.0029.76

医ケア無4.145.51

医ケア有8.4528.96

医ケア無3.149.13



児

者


image27.emf
歩ける歩けない

医ケア有9.7812.75

医ケア無10.6511.03

医ケア有12.6810.38

医ケア無5.578.65



児

者


image28.emf
歩ける歩けない

医ケア有25.0028.47

医ケア無5.338.09

医ケア有29.5844.26

医ケア無10.8013.94



児

者


image29.emf
歩ける歩けない

医ケア有47.8347.50

医ケア無43.2039.34

医ケア有54.9365.57

医ケア無45.6450.48



児

者


image30.emf
歩ける歩けない

医ケア有13.0426.43

医ケア無18.9315.07

医ケア有12.6832.24

医ケア無8.3616.35



児

者


image31.emf
歩ける歩けない

医ケア有10.8712.01

医ケア無13.028.09

医ケア有12.689.84

医ケア無5.927.69

児

者


image32.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける6267.392830.4322.1700.00

歩けない33361.5518634.38183.3340.74

歩ける4461.972129.5834.2334.23

歩けない10557.387038.2563.2821.09

無回答

児

者

できている

できていない時

がある

できていない


image33.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける4447.834144.5766.5211.09

歩けない18133.4630456.19519.4350.92

歩ける2839.443549.3068.4522.82

歩けない6837.169853.55158.2021.09

児

者

できている

できていない時

がある

できていない無回答


image34.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける3032.615155.431111.9600.00

歩けない14226.2528252.1311521.2620.37

歩ける3042.253042.2568.4557.04

歩けない4926.789954.103318.0321.09

無回答

児

者

できている

できていない時

がある

できていない


image35.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける5660.873538.0411.0900.00

歩けない29454.3421740.11274.9930.55

歩ける3346.483245.0745.6322.82

歩けない10054.646837.16137.1021.09

児

者

なっている

なっていない時

がある

なっていない無回答


image36.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける3234.783639.132325.0011.09

歩けない19736.4118233.6415628.8461.11

歩ける2839.442636.621419.7234.23

歩けない7842.626133.334222.9521.09

できている

できていない時

がある

できていない無回答

者

児


image37.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける4346.744346.7422.1744.35

歩けない24344.9226248.43173.14193.51

歩ける3954.931926.7657.04811.27

歩けない7943.178144.2663.28179.29

全員できている

児

者

できていない者

がいる

全員できていな

い

無回答


image38.emf
人数割合人数割合人数割合

歩ける7177.172122.8300.00

歩けない42278.0011220.7071.29

歩ける4461.972433.8034.23

歩けない12970.494826.2363.28

無回答

者

いるいない

児


image39.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける3538.045155.4366.5200.00

歩けない23543.4427350.46315.7320.37

歩ける2636.623752.1157.0434.23

歩けない10456.837038.2584.3710.55

者

できている

できていない時

がある

できていない無回答

児


image40.emf
人数割合人数割合人数割合

歩ける7076.092122.8311.09

歩けない45383.738315.3450.92

歩ける4563.382230.9945.63

歩けない13473.224424.0452.73

児

無回答

者

いるいない


image41.emf
人数割合人数割合人数割合

歩ける2628.266570.6511.09

歩けない17832.9034964.51142.59

歩ける1926.764664.7968.45

歩けない6133.3311462.3084.37

無回答いるいない

児

者


image42.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける3032.614447.831617.3922.17

歩けない24144.5520337.528615.90112.03

歩ける3245.073042.2557.0445.63

歩けない9451.376434.97179.2984.37

ある少しあるない無回答

児

者


image43.emf
人数割合人数割合人数割合

歩ける6873.912325.0011.09

歩けない43179.6710018.48101.85

歩ける4563.382129.5857.04

歩けない14478.693720.2221.09

児

者

しているしていない無回答


image44.emf
歩ける歩けない

医ケア有32.6137.71

医ケア無18.9336.03

医ケア有33.8041.53

医ケア無24.0437.50



児

者


image45.emf
歩ける歩けない

医ケア有51.0965.62

医ケア無48.5256.25

医ケア有57.7561.75

医ケア無42.5149.04



児

者


image46.emf
歩ける歩けない

医ケア有67.3973.38

医ケア無49.7062.13

医ケア有50.7072.13

医ケア無42.8654.33



児

者


image47.emf
歩ける歩けない

医ケア有39.1345.10

医ケア無30.1838.24

医ケア有50.7044.26

医ケア無36.9343.75



児

者


image48.emf
歩ける歩けない

医ケア有64.1362.48

医ケア無60.3663.24

医ケア有56.3456.28

医ケア無44.9551.44



児

者


image49.emf
歩ける歩けない

医ケア有48.9151.57

医ケア無39.0542.28

医ケア有33.8047.54

医ケア無30.3134.62



児

者


image50.emf
歩ける歩けない

医ケア有22.8320.70

医ケア無20.1219.85

医ケア有33.8026.23

医ケア無30.6628.37



児

者


image51.emf
歩ける歩けない

医ケア有61.9656.19

医ケア無53.8552.57

医ケア有59.1542.62

医ケア無50.1752.40



児

者


image52.emf
歩ける歩けない

医ケア有22.8315.34

医ケア無12.4316.18

医ケア有30.9924.04

医ケア無26.4822.12



児

者


image53.emf
歩ける歩けない

医ケア有70.6564.51

医ケア無69.8266.54

医ケア有64.7962.30

医ケア無55.7552.88



児

者


image54.emf
歩ける歩けない

医ケア有80.4382.07

医ケア無81.6681.99

医ケア有87.3286.34

医ケア無73.5281.25



児

者


image55.emf
歩ける歩けない

医ケア有25.0018.48

医ケア無26.0419.49

医ケア有29.5820.22

医ケア無32.4021.63



児

者


image56.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける2628.264953.261617.3911.09

歩けない48389.28519.4361.1110.18

歩ける45.632940.853752.1111.41

歩けない14277.602513.66147.6521.09

全介助一部介助自立無回答

児

者


image57.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける4548.913639.131111.9600.00

歩けない51895.75142.5910.1881.48

歩ける68.452636.623954.9300.00

歩けない15283.062010.9352.7363.28

者

全介助一部介助自立無回答

児


image58.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける5054.353942.3933.2600.00

歩けない53398.5271.2900.0010.18

歩ける1216.903143.662738.0311.41

歩けない16389.07179.2921.0910.55

全介助一部介助自立無回答

児

者


image59.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける5155.433740.2244.3500.00

歩けない52296.49142.5940.7410.18

歩ける1318.312535.213245.0711.41

歩けない15484.152111.4873.8310.55

全介助一部介助自立無回答

児

者


image60.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける1617.394144.571314.132223.9100.00

歩けない34463.5913725.32183.33356.4771.29

歩ける68.451926.761115.493346.4822.82

歩けない9753.015127.87105.462413.1110.55

無回答言語理解不可簡単な言語理解可

簡単な色・数の理解

可

日常の言語理解可

児

者


image61.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける44.351213.043740.223740.2222.1700.00

歩けない13825.5123944.1810519.41519.4361.1120.37

歩ける22.8222.821216.904766.2057.0434.23

歩けない5429.516434.972614.213418.5831.6421.09

児

者

無回答

意思表示が

確認できない

表情、目の動き

声や身ぶり、サインで

表現（指差し、ジェス

チャーなど）

言語での表出その他
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image62.emf
人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合

歩ける1314.1388.7033.262021.741314.132628.262122.83

歩けない24044.368916.45173.146211.46112.03417.5810218.85

歩ける1521.1334.2322.821014.0857.042332.391318.31

歩けない7339.892815.3042.192111.4863.282513.663619.67

児

者

感覚過敏突発的な発作

医療的ケア用品の

自己・事故抜去

異食行動自傷・他傷ものを壊す

パニック・不安定な

行動


image63.emf
人数割合

歩ける44.35

歩けない12623.29

歩ける22.82

歩けない4725.68

児

者


image64.emf
R3R6R3R6R3R6R3R6

医ケア有54.3962.6435.8033.597.753.142.070.63

医ケア無60.1468.9031.3727.965.471.573.021.57

医ケア有52.1058.8236.5335.698.983.532.401.96

医ケア無52.0565.2235.3528.268.181.784.424.74

者

児

介護は無理なくできているか

できている

できていない時があ

る

できていない無回答


image65.emf
R3R6R3R6R3R6R3R6

医ケア有35.4635.6453.5354.479.298.951.720.94

医ケア無44.4645.4147.0549.445.473.803.021.34

医ケア有36.5337.6547.9052.5511.988.243.591.57

医ケア無41.5749.8039.2837.7514.247.314.915.14

者

無回答

児

家事・用事は無理なくできているか

できている

できていない時があ

る

できていない


image66.emf
R3R6R3R6R3R6R3R6

医ケア有26.6827.1652.3252.7519.2819.781.720.31

医ケア無38.2741.1648.0646.3111.0810.962.591.57

医ケア有25.7530.9855.0950.9816.7715.292.402.75

医ケア無43.5448.2240.9239.9211.137.714.424.15

者

できている

できていない時があ

る

できていない無回答

児

介護者は定期的な休息や自分の時間の確保ができているか


image67.emf
R3R6R3R6R3R6R3R6

医ケア有78.1455.5739.5619.104.402.750.47

医ケア無83.1763.5333.7811.941.794.890.89

医ケア有74.2552.1639.6121.566.674.191.57

医ケア無76.9254.7436.7615.882.967.205.53

児

者

なっている

なっていない時があ

る（R3項目なし）

なっていない無回答

障がい児者が日中過ごす場所は本人・家族が望むかたちか


image68.emf
R3R6R3R6R3R6R3R6

医ケア有31.3336.1141.3134.5425.1328.262.241.10

医ケア無40.1436.2430.6532.6626.0429.313.171.79

医ケア有38.3241.5740.1234.1219.1622.352.401.96

医ケア無43.0446.4432.9027.0819.1520.554.915.93

児

者

できていない無回答できている

できていない時があ

る

移動時に援助が受けられているか


image69.emf
R3R6R3R6R3R6R3R6

医ケア有49.2345.2148.0248.042.982.753.77

医ケア無61.1554.3634.6838.482.244.174.92

医ケア有61.0846.2731.7439.224.717.199.80

医ケア無72.1852.9620.1327.274.747.6915.02

児

者

全員できている（R3：

できていない人はい

ない）

できていない者がい

る（R3：できていない

人がいる）

全員できていない無回答

就労を希望しているができていない人はいるか


image70.emf
R3R6R3R6R3R6

医ケア有80.3877.8616.8720.882.751.26

医ケア無79.4278.0816.6919.913.882.01

医ケア有77.2567.8419.1628.633.593.53

医ケア無64.1664.4329.6229.646.225.93

者

児

相談相手・情報交換相手はいるか

いるいない無回答


image71.emf
R3R6R3R6R3R6R3R6

医ケア有67.4742.5451.1830.295.812.240.47

医ケア無65.6145.4148.1030.364.924.031.57

医ケア有63.4751.3741.9633.535.102.991.57

医ケア無61.5443.4842.2931.428.507.045.73

者

児

情報を必要な時に取得できているか

できている

できていない時があ

る（R3：項目なし）

できていない無回答


image2.emf
医ケア人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合人数割合

有55086.347712.0900.0020.3171.1010.16637

無38085.016314.0900.0000.0040.8900.00447

有21885.492911.3731.1800.0051.9600.00255

無39578.067514.82214.1510.20101.9840.79506

母父きょうだい祖父母その他無回答

計

児

者


image72.emf
R3R6R3R6R3R6

医ケア有82.6282.4214.9716.482.411.10

医ケア無83.8883.8912.6614.543.451.57

医ケア有77.8470.2018.5626.273.593.53

医ケア無68.2569.3725.7024.906.065.73

者

いるいない無回答

児

個性・特性の理解者はいるか


image73.emf
R3R6R3R6R3R6

医ケア有24.2732.3472.2965.153.442.51

医ケア無25.6130.2070.3667.114.032.68

医ケア有23.9531.3773.0563.142.995.49

医ケア無34.0438.7459.4154.156.557.11

児

者

いるいない無回答

介護できなくなった時に支えてくれる人はいるか


image74.emf
R3R6R3R6R3R6R3R6

医ケア有78.1442.7038.9318.7616.173.102.20

医ケア無71.2235.3546.0924.3215.214.463.36

医ケア有80.8449.8036.8614.978.634.194.71

医ケア無70.5436.9639.1321.2817.398.186.52

児

者

ある少しあるない無回答

災害・緊急時に不明・不安なことはあるか


image75.emf
（％）

医ケアH25R6H25R6H25R6H25R6H25R6H25R6

有96.2986.892.8611.830.000.000.860.260.000.770.000.26

無95.1485.613.0613.650.000.000.900.000.360.740.540.00

有85.8186.446.7610.174.731.130.000.002.032.260.680.00

無85.1379.197.5914.292.533.110.320.313.482.170.950.93

祖父母その他無回答母父きょうだい

児

者


image76.emf
（％）

H25R6H25R6H25R6

児81.4361.9515.7134.702.863.34

者83.1150.8512.8444.634.054.52

いるいない不明


image77.emf
H25R6H25R6H25R6

医ケア有9.5877.1260.8521.3429.581.54

医ケア無9.4570.1164.1725.0926.384.80

医ケア有20.2778.5335.8119.2143.922.26

医ケア無18.3062.4238.4928.8843.228.70

無回答

児

者

しているしていない

相談支援専門員とサービス等利用計画を作成しているか


image78.emf
（％）

H25R6H25R6H25R6H25R6H25R6H25R6H25R6H25R6H25R6H25R6

医ケア有67.5975.4520.6820.6661.1138.6228.0929.6439.2035.0320.0613.7718.8332.3443.8355.9933.3329.3425.6214.97

医ケア無69.6169.3015.1011.6356.0840.9327.2527.4431.576.9814.7114.4221.3711.1647.0653.4930.7823.2617.0613.49

医ケア有74.5975.0013.1117.3131.9737.1830.3324.3617.2126.926.5612.8224.5940.3860.6668.5919.6730.136.5610.26

医ケア無70.0068.9416.549.3642.3130.2126.9224.2625.009.3614.6210.6435.0018.7264.6265.5329.2316.179.2310.21

入所施設

職員・スタッフの知

識や技術の向上

その他地域の医療機関通所事業所相談支援事業所

児

者

短期入所訪看生活介護・日中一時グループホーム
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